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美しく透き通った青い海、明るくにぎやかな街、どこか外国の雰囲気を感じる。そ

れが私の抱いていた沖縄のイメージだった。実際に昨年家族で訪れた沖縄は私のイメ

ージにとても近いものだった。美ら海水族館では見たこともない魚たちを目にし、国

際通りでは、神奈川では見ることのないお土産や食べ物も多くあった。海も想像以上

に綺麗で、絶対にまた来たいと思えるほどだった。  

しかし旅行の最終日、私の考えは大きく変わった。なぜなら「平和祈念公園」を訪

れたからだ。なぜかその場所は今まで私が訪れた沖縄の観光地とは違う空気が流れて

いるように感じられた。  

一瞬で頭が真っ白になった。平和祈念資料館で見た、首から上がない人の写真、血

を流して倒れている人の写真、どれも実際のものだった。それを見る前、沖縄戦はと

ても悲惨なものだったということを感じられていたけれど、そのような感情すらも感

じることができなかった。  

平和祈念公園。そこには、沖縄戦についての資料や遺品などが展示されている。沖

縄戦とは、太平洋戦争の末期に、沖縄を米軍と日本軍が取り合う、簡単に言うとこの

ような戦争だ。罪のない多くの沖縄の人々が亡くなった。 

初めてだった。モザイクなしの実際に米軍に攻撃されて亡くなった方の写真を見た

のは。その写真の前から離れられなかった。恐ろしさで身体中が震えた。  

「ただいつも通りの生活を送っていただけなのに。何も罪を犯していないのに。米

軍に見つかったら殺される。そう思うと震えが止まらない。」  

当時の人々は、米軍から逃げるため、防空壕で音をなるべく立てずに生活していたと

いう。まだ幼い子供や乳児もいたというのに。無理だ。そう思った。今までにない恐

ろしさの中、暗い防空壕の中で音も立てずに過ごす。こんなこと、中学３年になった

私でもできるはずがない。大人でも無理だろう。恐ろしいと思うことは年齢など関係 



なくありうるのだから。 今送れているこの生活との違いがあまりにも大きすぎて恐

ろしい。今後絶対にこのような戦争を起こしてはならないと心から思った。  

日本は現在、平和主義で戦争をしないが、歴史上数多くの戦争をしてきた。そして

今もなお戦争をしている国が多くある。私は８月１５日、終戦記念日に思った。「戦争

の真の恐ろしさは、実際に経験した人にしか分からない。」と。しかし、戦争を経験し

ていなくても、私のように戦争についての資料を見たり、読んだりすることによって、

戦争についてのイメージが変わるはずだ。  

今年は終戦から８０年だ。まだ戦争が終わって８０年しか経っていない。だが、こ

んなにも私たちの生活は豊かで、毎日楽しく過ごすことができている。当時はその日

１日を生きることで精一杯だったはずだ。未来がどうなっているかなんて考えること

ができなかったであろう。「戦争は恐ろしい。もう絶対にあってはならない出来事で

ある。」日本の人々はこのように感じたから優しい人が多いと言われるのではないだ

ろうか。そして、未来を生きる私たちのために平和な生活が送れるようにしてくれた

のではないか。「ありがとうございます。」そう心から伝えたい。  

これからは、私たちが未来を創る役割を背負っていかなければならない。日本は唯

一の被爆国であるということも理解し、平和についてもっと世界に発信していかなけ

ればならない。戦争で苦しむ多くの国が平和を強く願っているはずだ。平和を願う人

たちが集まれば、世界は大きく変わるはずだ。戦争を経験した人たちがそうしたよう

に、平和な生活を送れるように試行錯誤し、世界が安心して平和に暮らせるようにし

たい。誰かの犠牲の上に創られた平和は本当の平和とは呼べないのだから。 

 

 

 

 

 

 


